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公安委員会定例会議(第28回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年11月11日(水) 

       午後１時30分 ～ 午後３時40分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長、総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 委員長説示 

   今日は、「観察」と「洞察」の重要性について話します。 

   10年ほど前、私の会社では、機械が故障することで、何度も製造業務に

支障が生じていました。そこで、従業員が10分ないし20分単位で見回りを

行い、機械を徹底的に観察した状態を仔細に検討したところ、製造プロセ

スにおいて、表面には表れない故障に至るいくつかの原因が想定されたの

で、この“見えない原因”に絞った各種対策を進めた結果、故障も減り、

製造業務がスムーズに進み出しました。 

   このように、ありのままの状態を注意深く、細かな点まで見て理解する

「観察」と、その観察を手掛かりとして、知識や経験を頼りに、見えない

ところを見抜く「洞察」は、いずれが欠けても本質には迫ることはできま

せん。 

   警察が取り扱う業務は様々なものがありますが、すべてにおいて、徹底

した観察と洞察は必要となってきます。日頃から、意識的にこの観察及び

洞察をこなすことのできる人材を育て、県民の安全・安心を守っていただ

きたいと考えます。 

 

２ 決裁事項 

⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

総務室から、令和２年第27回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果18件の行政処分の決定について伺いがあり



 

2 

了承した。 

 

３ 報告事項 

⑴ 令和２年度第１回警察署協議会の開催状況 

    総務室長から、令和２年度第１回警察署協議会の開催状況について報

告があった。 

    委員から、「話し合いの中でより良い結論を導き出せる機会を、引き

続き作っていただきたい」との発言があった。 

  ⑵ リスクマネジメント研修会の開催結果 

    警務部長から、リスクマネジメント研修会の開催結果について報告が

あった。 

  ⑶ 客引きからの突き上げ捜査による違法風俗店の摘発 

    生活安全部長から、客引きからの突き上げ捜査による違法風俗店の摘

発について報告があった。 

    委員から、「引き続き、各種繁華街対策を進めていただきたい」との

発言があった。 

  ⑷ 窃盗被疑者の逮捕 

    生活安全部長から、窃盗（払出盗）被疑者の逮捕について報告があっ

た。 

  ⑸ 特殊詐欺被害防止ＣＭ動画の制作 

    生活安全部長から、特殊詐欺被害防止ＣＭ動画の制作について報告が

あった。 

  ⑹ 横断歩道における一時停止率向上に向けた取組の開始 

    交通部長から、横断歩道における一時停止率向上に向けた取組の開始

について報告があった。 

    委員から、「各種広報もしっかりと行っていただきたい」との発言が

あった。 

  ⑺ 苦情の受理及び処理状況 

    総務室から、苦情の受理及び処理状況（令和２年10月末）について報

告があった。 

  ⑻ 愛媛県における特殊詐欺対策 

    刑事部から、愛媛県における特殊詐欺対策について報告があった。 

  ⑼ 「Ｅ－ＴＥＣＴ」の活動状況 

    交通部から、「Ｅ－ＴＥＣＴ」（イーテクト・交通事件対策班）の活動
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状況について報告があった。 

 

 ４ その他 

   本部長から「委員長説示のとおり、いかなる業務でも、徹底した観察と

洞察は必要であると考えている。例えば、交通事故防止においても、道路

状況等を見て、どのような取り締まりを行えば事故を防ぐことができるか、

なんとなく行うのではなく、観察と洞察を意識した業務を繰り返すことで、

個々の能力が鍛えられ、ひいては、悲惨な事故を減らす取り組みの効果も

上っていくものと考える」との発言があった。 

            以 上 


